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タンザニア視察タンザニア視察 数
年
後
の
変
化
楽
し
み

タ
ン
ザ
ニ
ア
農
業
こ
れ
か
ら

機械を上手く活用していた（モンボ灌漑地区）

見事なほ場の前で農民組合幹部（同）

モミの保管倉庫（バガモヨ灌漑地区）

年季が入った揚水ポンプ（同）

【
９
月
13
日
号
よ
り
続
き
】

訪
問
先
で
コ
メ
作
り
に
つ
い

て
尋
ね
る
と
２
期
作
で
あ
っ

え
に
と
に
か
く
生
産
に
対
し

て
旺
盛
な
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
内

に
は
天
水
低
湿
地
と
畑
作
水

田
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
合
わ

せ
た
１
ha
あ
た
り
の
平
均
収

量
は
2.5
〜
３
ｔ
に
対
し
て
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
を
受
け
た
灌

漑
地
区
は
６
〜
７
ｔ
ほ
ど
。

他
の
国
な
ら
５
ｔ
取
れ
れ
ば

良
い
と
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て

タ
ン
ザ
ニ
ア
は
高
い
と
言
わ

れ
、
栽
培
技
術
も
上
が
っ
て

い
る
。

　

４
日
目
に
訪
問
し
た
タ
ン

ガ
州
の
モ
ン
ボ
灌
漑
地
区
、

５
日
目
の
プ
ワ
ニ
州
の
バ
ガ

モ
ヨ
灌
漑
地
区
、
こ
の
両
地

区
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
付
け
る

な
ら
〝
日
本
〞
か
。
日
本
の

長
期
的
な
指
導
に
よ
り
コ
メ

作
り
を
軌
道
に
乗
せ
た
こ
と

で
築
か
れ
た
信
頼
関
係
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

特
に
モ
ン
ボ
灌
漑
地
区
は

農
業
機
械
を
し
っ
か
り
運
用

・
管
理
し
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を

ン
バ
イ
ン
２
台
（
ク
ボ
タ
製

普
通
型
１
台
、
韓
国
製
自
脱

型
１
台
）、
脱
穀
機
２
台
、

中
国
製
精
米
プ
ラ
ン
ト
１

台
、
リ
ー
パ
ー
１
台
）
を
活

用
し
て
利
益
を
出
し
、
組
合

自
ら
政
府
系
金
融
機
関
（
Ｔ

Ａ
Ｄ
Ｂ
：
タ
ン
ザ
ニ
ア
農
業

開
発
銀
行
）
か
ら
融
資
も
受

け
、
ク
ボ
タ
製
コ
ン
バ
イ
ン

２
台
（
２
０
１
８
年
と
２
０

１
９
年
）
の
ほ
か
、
ニ
ュ
ー

ホ
ラ
ン
ド
製
ト
ラ
ク
タ
（
２

０
１
９
年
）、
精
米
プ
ラ
ン

ト
（
中
国
製
２
０
１
８
年
）

を
購
入
し
て
活
用
し
て
い
る
。 　

組
合
の
最
大
収
益（
40
％
）

は
精
米
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
そ
の

他
、
組
合
員
の
２
２
０
ha
に

加
え
、
周
辺
農
家
の
収
穫
作

業
請
負
、
さ
ら
に
約
６
０
０

km
離
れ
た
南
部
の
ム
ベ
ア
に

１
か
月
程
度
出
張
も
す
る
な

ど
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
請
負
事

業
で
も
か
な
り
利
益
が
出
て

い
る
こ
と
が
伺
え
た
。
作
付

け
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
て

効
率
よ
く
機
械
配
備
を
し
て

い
る
こ
と
、
自
分
た
ち
で
部

品
を
入
手
し
、
一
般
整
備
を

自
ら
行
う
こ
と
で
故
障
に
よ

る
ロ
ス
タ
イ
ム
を
減
ら
せ
る

こ
と
な
ど
、
他
所
の
灌
漑
地

区
で
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
こ

と
を
実
践
し
て
い
た
こ
と
を

知
り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

ん
で
い
る
農
村
が
出
て
き
て

い
る
こ
と
を
感
じ
た
。

　

協
議
後
に
見
事
な
ほ
場
を

視
察
。
水
不
足
問
題
解
決
の

た
め
に
、
２
２
０
ha
を
二
つ

の
作
期
に
分
け
、
ず
ら
し
て

栽
培
し
て
い
る
こ
と
に
感
心

す
る
一
方
で
、
水
路
脇
の
草

も
キ
レ
イ
に
刈
り
取
ら
れ
て

い
て
、
管
理
が
行
き
届
い
て

い
る
こ
と
が
こ
う
し
た
点
か

ら
も
伺
え
た
。

　
　
　
　
　

♢

　

７
月
30
日
か
ら
８
月
７

日
ま
で
の
行
程
で
行
っ
た

タ
ン
ザ
ニ
ア
視
察
。
８
月

23
日
号
で
総
論
、
９
月
６

日
号
・
13
日
号
と
今
号
で

見
聞
き
し
、
感
じ
た
こ
と

な
ど
付
け
足
す
形
で
紹
介

し
て
き
た
。
断
片
的
な
情

報
ば
か
り
で
参
考
に
な
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

最
後
の
巨
大
市
場
と
い
わ

れ
る
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て

興
味
を
抱
い
て
も
ら
え
た

ら
と
思
う
。
農
業
生
産
に

お
け
る
機
械
化
に
つ
い
て

は
未
知
数
な
部
分
が
多
い

点
は
事
実
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
東
南
ア
ジ
ア
も
そ
の

よ
う
な
状
態
か
ら
飛
躍
的

な
発
展
を
遂
げ
、
日
本
メ

ー
カ
ー
に
と
っ
て
大
き
な

市
場
に
な
っ
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
数
年
後
に
改
め

て
同
じ
場
所
を
辿
っ
て
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か

見
て
み
た
い（
佐
藤
記
者
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

了

た
り
場
所
に

よ
っ
て
は
2.5

期
作
や
３
期

作
と
い
う
返

事
も
。
換
金

性
が
高
い
ゆ

成
功
。
１
９

６
０
年
代
か

ら
灌
漑
地
区

の
整
備
が
始

ま
っ
た
２
２

０
ha
の
灌
漑

地
区
で
、
２

０
１
５
年
に

Ｐ
Ｈ
Ｒ
Ｄ
の

支
援
で
供
与

さ
れ
た
機
械

セ
ッ
ト
（
コ

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
（
日

本
公
庫
）
農
林
水
産
事
業
は

９
月
21
日
、
農
業
景
況
調
査

（
令
和
４
年
７
月
調
査
）
の

結
果
を
明
ら
か
に
し
た
。　

　

日
本
公
庫
で
は
、
例
年
７

月
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
ま
た

は
農
業
改
良
資
金
の
融
資
先

に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
形

で
農
業
景
況
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
今
回
は
６
７
７
２
先

か
ら
の
有
効
回
答
を
得
た
。

　

調
査
に
よ
る
と
、
令
和
４

年
上
半
期
の
農
業
景
況
Ｄ
Ｉ

は
対
前
年
同
期
比
13
・
３
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
マ
イ
ナ
ス
42

・
９
に
、
通
年
で
は
上
半
期

実
績
か
ら
さ
ら
に
12
・
２
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
マ
イ
ナ
ス
55

・
１
と
な
っ
た
。
ま
た
、
上

半
期
の
収
支
Ｄ
Ｉ
は
前
年
実

績
か
ら
13
・
７
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
マ
イ
ナ
ス
48
・
８
と
い

ず
れ
も
厳
し
い
結
果
と
な
っ

た
。
特
に
収
支
Ｄ
Ｉ
に
つ
い

て
は
、
畜
産
の
マ
イ
ナ
ス
幅

が
広
が
っ
て
お
り
、
果
樹
や

採
卵
鶏
な
ど
一
部
で
プ
ラ
ス

の
業
種
が
あ
っ
た
前
年
に
対

し
、
今
年
上
半
期
は
全
て
の

業
種
で
マ
イ
ナ
ス
と
厳
し
い

状
況
と
な
っ
た
。

　

生
産
コ
ス
ト
Ｄ
Ｉ
は
前
年

実
績
か
ら
19
・
９
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
マ
イ
ナ
ス
88
と
な
っ

た
。
業
種
別
で
は
、
全
業
種

で
マ
イ
ナ
ス
70
以
下
と
大
幅

な
マ
イ
ナ
ス
値
と
な
っ
て
お

り
、
過
去
最
低
水
準
と
な
っ

て
い
る
。
今
年
１
月
調
査
時

点
で
は
、
畜
産
を
中
心
に
マ

イ
ナ
ス
値
が
拡
大
し
て
い
た

が
、
今
回
調
査
で
耕
種
に
ま

で
拡
大
す
る
結
果
と
な
っ

た
。
雇
用
状
況
Ｄ
Ｉ
は
前
年

か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
な
が
ら
、

マ
イ
ナ
ス
値
が
続
き
慢
性
的

な
労
働
力
不
足
を
示
し
て
い

る
。

　

一
方
、
設
備
投
資
に
つ
い

て
は
、
前
年
か
ら
減
少
し
て

は
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て

５
割
が
設
備
投
資
の
予
定
あ

り
と
し
て
い
る
。
業
種
別
に

は
、
畜
産
を
中
心
に
低
下
し

た
も
の
の
畑
作
、露
地
野
菜
、

果
樹
、
施
設
花
き
は
前
年
並

み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

最
も
設
備
投
資
意
向
が
強
か

っ
た
の
は
畑
作
で
６
割
と
な

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
原
材
料
高
騰
の
影

響
へ
の
設
問
で
は
、
肥
料
費

に
つ
い
て
は
、
前
年
比
30
％

以
上
増
加
し
た
と
の
回
答
は

耕
種
全
体
で
41
％
。
業
種
別

で
は
、
前
年
比
50
％
以
上
の

増
加
と
す
る
割
合
が
高
か
っ

た
の
は
畑
作
、
稲
作
（
北
海

　

日
本
陸
用
内
燃
機
関
協
会

は
11
月
15
日
、
東
京
都
目
黒

区
の
東
京
工
業
大
学
デ
ィ
ジ

タ
ル
多
目
的
ホ
ー
ル
及
び
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
第
22
回
技
術
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
２
２
を
開
催
す
る
。

【
詳
細
】
▽
日
時
＝
11
月
15

日
13
時
〜
17
時
▽
定
員
＝
１

０
０
人
程
度
（
会
場
）
＋
２

０
０
回
線
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
）

▽
参
加
費
＝
陸
内
協
会
員
：

無
料
、
協
賛
団
体
会
員
：
５

０
０
０
円
、
会
員
外
：
１
万

円
▽
内
容
＝
「
パ
ワ
ー
ソ
ー

ス
と
し
て
の
用
途
拡
大
を
目

指
し
た
次
世
代
２
ス
ト
ロ
ー

ク
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
の
技

術
開
発
」
野
口
祐
則
氏
（
や

ま
び
こ
）、「
バ
イ
オ
ガ
ス
コ

ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
展
開
に
よ
る
脱
炭
素
化

対
応
へ
の
貢
献
」
大
坪
弘
幸

氏
（
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
）、「
ダ
イ
ハ
ツ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
で
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
低
減

技
術
の
取
組
状
況
」
花
本
健

一
氏
（
ダ
イ
ハ
ツ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
）。

　

申
込
み
は
同
協
会
Ｈ
Ｐ
か

ら
。
締
切
は
10
月
31
日
。

陸
内
協
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

道
）、
露
地
野
菜
な
ど
。
農

薬
に
つ
い
て
は
、
30
％
以
上

増
加
と
の
回
答
は
農
業
全
体

で
20
・
６
％
を
占
め
た
。
燃

料
動
力
費
に
つ
い
て
は
30
％

以
上
増
加
の
回
答
は
農
業
全

体
で
34
・
４
％
を
占
め
た
。

飼
料
費
は
30
％
以
上
増
加
の

回
答
は
畜
産
全
体
で
62
・
４

％
を
占
め
た
。

　

原
材
料
費
高
騰
に
対
す
る

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、
優

先
度
の
高
い
取
組
を
問
う
た

設
問
（
優
先
度
の
高
い
も
の

か
ら
５
つ
ま
で
選
択
）
で
は

農
業
全
体
と
し
て
は
、
「
補

助
金
・
価
格
補
て
ん
等
の
利

用
」（
40
・
２
％
）、
「
ま
と

め
買
い
な
ど
仕
入
れ
ロ
ッ
ト

の
変
更
」（
37
・
９
％
）、「
仕

入
先
等
と
の
価
格
交
渉
」

（
35
・
６
％
）
の
順
で
高
く

な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
「
ま

と
め
買
い
な
ど
仕
入
れ
ロ
ッ

ト
の
変
更
」
は
耕
種
で
、「
仕

入
先
等
の
と
の
価
格
交
渉
」

は
畜
産
で
高
い
結
果
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
「
販
売
価

格
へ
の
転
嫁
」
と
す
る
割
合

は
17
・
７
％
と
低
い
も
の
の
、

果
樹
（
40
・
３
％
）、
施
設

花
き
（
34
・
８
％
）、
き
の

こ
（
32
・
９
％
）、
採
卵
鶏

（
61
・
３
％
）
で
は
比
較
的

高
く
な
っ
た
。

　

日
本
公
庫
で
は
、
今
回
の

調
査
結
果
に
つ
い
て
、
「
先

が
見
え
な
い
な
か
、
飼
料
を

は
じ
め
と
す
る
原
材
料
価
格

の
高
騰
に
よ
り
、
深
刻
な
影

響
を
受
け
て
い
る
農
業
経
営

の
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
」
と
し
た
う
え
で
「
公
庫

で
は
今
年
２
月
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
、
原
油
価
格
上
昇
に

関
す
る
特
別
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
お
り
、
農
林
漁
業
者

か
ら
の
融
資
や
返
済
に
関
す

る
ご
相
談
に
で
き
る
だ
け
迅

速
か
つ
き
め
細
や
か
に
対
応

で
き
る
よ
う
動
い
て
い
る
。

今
後
も
厳
し
い
経
営
環
境
が

見
込
ま
れ
る
な
か
、
お
客
様

に
寄
り
添
っ
た
経
営
支
援
が

で
き
る
よ
う
尽
力
す
る
」
と

し
て
い
る
。

水
素
専
焼
発
電
機
開
発
へ

水
素
専
焼
発
電
機
開
発
へ

デ
ン

ヨ
ー

ク
ボ
タ
の
水
素
ｅ
調
達

Ｃ
Ｎ
実
現
へ
早
期
上
市
目
指
す

デンヨー 45ｋＶＡ水素専焼発電機（イメージ）

クボタ3.8ℓ水素エンジン（イメージ）

　

デ
ン
ヨ
ー
＝
白
鳥
昌
一
社

長
、
東
京
都
中
央
区
＝
は
、

ク
ボ
タ
＝
北
尾
裕
一
社
長
、

大
阪
市
浪
速
区
＝
が
開
発
を

進
め
る
産
業
用
水
素
エ
ン
ジ

ン
を
搭
載
し
た
「
水
素
専
焼

発
電
機
」（
水
素
だ
け
を
燃
料

と
す
る
こ
と
に
よ
り
燃
焼
時

に
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な
い
発

電
機
）の
開
発
に
着
手
し
た
。

関
係
法
令
や
水
素
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
と
い
っ
た
課
題
は
あ

る
が
、
市
場
投
入

に
向
け
て
研
究
・

開
発
を
進
め
る
。

【
背
景
と
ね
ら
い
】

運
搬
が
容
易
な
可

搬
形
発
電
機
は
工

事
現
場
や
イ
ベ
ン

ト
会
場
等
の
任
意

の
場
所
で
電
力
を

供
給
す
る
た
め
に

広
く
使
用
さ
れ
て

い
る
。
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
も

の
が
主
流
だ
が
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
巡
る
国
内

外
の
動
き
を
に
ら
み
、
デ
ン

ヨ
ー
は「
水
素
混
焼
発
電
機
」

（
軽
油
や
都
市
ガ
ス
な
ど
の

燃
料
に
水
素
を
混
焼
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ
２

の
発

生
を
抑
制
す
る
技
術
を
用
い

た
発
電
機
）
や
「
燃
料
電
池

式
可
搬
形
発
電
装
置
」
（
水

素
と
酸
素
の
化
学
反
応
に
よ

り
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る

発
電
機
）
な
ど
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

ク
ボ
タ
は
エ
ン
ジ
ン
を
通

じ
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
産
業
機
械
向
け
エ
ン
ジ

ン
の
低
燃
費
化
に
加
え
、
水

素
、
バ
イ
オ
燃
料
、
合
成
燃

料
等
、
脱
炭
素
燃
料
の
適
用

研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
た
び
、
デ
ン
ヨ
ー
は

さ
ら
な
る
脱
炭
素
の
取
り
組

み
と
し
て
、
ク
ボ
タ
が
開
発

し
て
い
る
産
業
用
水
素
エ
ン

ジ
ン
を
搭
載
し
、
水
素
だ
け

を
燃
料
と
す
る
こ
と
で
Ｃ

Ｏ
２

を
排
出
し
な
い
「
水
素

専
焼
発
電
機
」
の
開
発
に
着

手
し
た
。
可
搬
形
発
電
機
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
あ
る

45
ｋ
Ｖ
Ａ
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
を
ベ
ー
ス
に
開
発
を
進

め
、
早
期
の
市
場
投
入
を
目

指
す
。

人
気
の
食
品
乾
燥
機

食
品
産
業
創
造
展
’22
に
出
展

大紀産業

　

大
紀
産
業
＝
岡
山
市
北
区

清
心
町
３
―
３
＝
は
11
月
16

〜
18
日
、
福
岡
市
博
多
区
の

マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
Ａ
館
で

行

わ

れ

る

「
第
32
回
西

日
本
食
品
産

業

創

造

展

’22
」に
出
展
、

食
品
乾
燥
機

Ｅ
シ
リ
ー
ズ

の
「
プ
チ
ミ

ニ
Ⅱ
」と「
Ｅ

出展する「Ｅ―30 Ｈプレミアム」

―
30
Ｈ
（
プ
レ
ミ
ア
ム
）」

を
展
示
す
る
。

　

「
プ
チ
ミ
ニ
Ⅱ
」
は
処
理

量
２
㎏
で
、
家
庭
用
コ
ン
セ

ン
ト
で
も
使
え
る
低
価
格
で

導
入
し
や
す
い
人
気
モ
デ
ル
。

「
Ｅ
―
30
Ｈ（
プ
レ
ミ
ア
ム
）」

は
、
本
体
材
質
に
腐
食
に
強

い
ス
テ
ン
レ
ス
を
採
用
し
、

耐
久
性
と
衛
生
面
に
優
れ
て

い
る
。
海
産
物
や
塩
分
濃
度

の
高
い
対
象
物
の
乾
燥
に
も

対
応
で
き
る
。
ブ
ー
ス
で
は

同
社
の
食
品
乾
燥
機
で
つ
く

っ
た
乾
燥
食
品
も
並
べ
る
。

　

同
社
は
食
品
乾
燥
機
を
は

じ
め
、
Ｊ
Ａ
全
農
と
共
同
開

発
し
た
「
た
ま
ね
ぎ
温
風
乾

燥
機
」
な
ど
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

を
豊
富
に
そ
ろ
え
て
い
る
。

　

「
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ　

in　

Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
」
を
掲
げ
国
内
製
造

を
行
っ
て
お
り
、
十
分
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
対
応
は
も
と
よ

り
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
特
注
対
応
に
も
応
じ
る
。

　

今
年
１
月
に
は
、
中
型
・

大
型
の
食
品
乾
燥
機
に
液
晶

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
採
用
。
①

同
社
独
自
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
乾

燥
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
標
準
搭
載

（
最
大
30
パ
タ
ー
ン
ま
で
記

憶
が
可
能
）
②
温
度
・
時
間

・
風
量
・
ダ
ン
バ
ー
を
自
由

に
設
定
で
き
る
③
予
約
タ
イ

マ
ー
付
で
乾
燥
終
了
時
間
が

設
定
可
能
④
間
欠
運
転
の
機

能
⑤
乾
燥
後
の
設
定
温
度
・

実
際
の
温
度
の
グ
ラ
フ
表
示

が
可
能
。

　

同
社
は
こ
の
液
晶
パ
ネ
ル

を
上
位
機
種
か
ら
順
次
、
導

入
し
て
い
く
予
定
。

農
業
景
況
Ｄ
Ｉ
が
悪
化

設
備
投
資
意
欲
は
依
然
高
く
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